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おわりに
1．はじめに
　効用（utility）という用語は，
になっていない。
現在のところ，日本においては日用語
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　外国とくにアメリカにおいては，このutilityという用語は，経済用
語としてではなく，日常用語として日常しばしば用いられている。
　しかし，それは，水道，電気，ガスなどのことで，utilityの範囲をさ
らにひろげると，電話，郵便，鉄道などもふくまれるのである。
　そこで・例えば，貸間やアパートメント・ハウスの広告で，・MO　＄　150
and　utility”と書いてあれば，家賃は月額150ドルで，電気，水道，ガ
スの料金は別途であるということである。
　また，住宅によっては，utility　roomとよばれる部屋があり，これは，
水道，電気などを用いる部屋で，洗濯やアイロンかけなどをする主婦の
部屋ともよぶべきものである。
　このように，水道，電気，ガス，電話，鉄道などは，生活するために
は必要不可欠なものであるから，いつれの国においても，政府が直接・
間接に監督し，これらの企業体の運営に干渉し，過当競争により不利益
をなくするために，排他的権利をあたえている。
　そして，これらの企業体を公益企業（public　utility）とよぶのである。
　しかしながら，経済学における効用は，語源はどうであれ，ある財を
消費したり，用役をうけたりすることによって充足される満足のことな
のである。
　したがって，われわれが，財を購入したり，飲食したり，交通機関を
利用したりするのは，それによって，程度は異っても，満足が充足され
る。すなわち，それに効用があるからである。
　しかし，効用は主観的なものであるけれども．効用理論を理解するた
めに，可測的なものであると仮定して，その展開をおこなうのである。
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2．全部効用と限界効用
　効用は，さきに述べたように主観的なものであるから，同一の財を消
費したとしても，人により，時により異るものであるが，理論の展開を
容易にするため，ここでは，尺度化できるもの，可測的なものであると
仮定して論をすすめることにしよう。
　第1図および第1表の上欄は，ある人がビール15杯を飲んだ際の全
部効用を示したものである。
　すなわち，1杯目のビールがらは10の効用がえられ，2杯のビールか
らは18ゐ効用，3杯からは24．6の効用というように，杯までは効は増加
するというのである。
　この際の効用は，飲んだビールの全部の効用を示しているもので，こ
れを全部効用とよぶのである。
　全部効用にたいして第2図および第1表の下欄に示されているのは限
界効用である。
　ビール各杯の代価は同じであるにもかかわらず．その効用は均一では
なく．杯を重ねるにしたがって効用はだんだんと減じていくという性質
をもっている。
　この例では，第1杯目からえられる効用は10であり，第2杯目の効用
は8であり，第3杯目の効用は6．6というように異り減じている。
　この各杯からえられる効用を，各杯の限界効用（marginal　utility）と
よぶのである。
　したがって，限界効用は「更に1単位消費量を増加することによって
もたらされるところの全部効用の追加増加分である」と定ec　．iれ，
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第1図　ビールの全部効用例
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第2図　ピーUルの限界効用例???
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　　　　　　第1表
ビール杯数に対応する全部効用と限界効用例
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ビール杯数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 工0 11 12 工3 14 15
全部効用 10 1824．630．235 38．74L744ユ45．746．847．447．547．146345．2
限界刻用 10 8 6．6 5．6 4．8 3．7 3．0 2．4 1．6 L10．6 0．1一〇．4 一〇．8 一1．1
　　　　　　　　　　　　※第1図参照
　　　　　u＝f（x）
　　　　Mσ＝塑　　　　　　　　dX
　　　　　　　　　X……財の量　　　U……全部効用
　　　　　　　　　MU…限界効用
と表現されるのである。
　この限界効用の限界という用語であるが，これは経済用語であって，
限界費用とか限界収入の限界と同じもので．追加的のとか．端という意
味の英語のmarginalの訳語であって．日常用語の限度とかギリギリの
といった意味のものとは全く異ったものなのである。
3．限界効用逓減（漸減）の法則
　第2図から，ビール1杯目の限界効用よりも2杯目，3杯目と杯を重
ねるにしたがって，各杯の限界効用は小となり，遂には負の限界効用
（marginal　disutility）になってしまうということがうかがえる。
　このように．ある時点で．ある財の消費量を増加させるならば，消費
される財の限界効用はだんだんと逓減するという性質をもっている。こ
れを限界効用逓減の法則（the　low　of　diminishing　marg三nal　utility）と
よぶのである。
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　このように限界効用は逓減しても，・代価は均等で変化しないので，家
庭で飲むような場合には，限界効用があまり低くなるほどは飲まないし，
宴会などでは，乏れ以上飲めぼ限界効用ぶ負，すなわち苦痛えなるとい
うときには，代価とは関係なく，飲むのをやめるので飲み残しができる
のである。
　限界効用逓減は，酒やビールなどの飲食物に限ったことではなく，洋
服・靴その他どのような財に関しても，転売という条件がない限り存在
するのである。
　例えば，靴を1足しかもっていない人にとって，その限界効用は大で
あるけれども，沢山の靴をもてば，足数が増加するにしたがって，限界
効用は逓減するのである。
　この限界効用逓減の法則は，また，メンガー（C．Menger），ワルラス
（M．E．　L．　Walras），ジェボンズ（H．　S．　Jevons）などの経済学者達によ
って唱えられたものであるが，すでにゴッセン（H．H。　Gossen）にょっ
て知られていたもので，彼の名をとってゴッセンの第1法則ともよばれ
ているものである。
4・加重限界効用均等の法則
　われわれか社会で生活する場合，所得でもっていろいろな財や用役を
購入するのであるが，そのさい，意識するしないにかかわらず，その支
出で最大の効用を手にしようと努力しているのである。
　そのさい，購入するいろいろな財や用役の加重限界効用が等しくなり，
その場合の効用の和が最大となっているというのが加重限界効用均等の
法則である。
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　この加重の意味であるけれども，これは，価格すなわち貨幣の量を加
重として平均したという意味で，比較のための工夫である。
　酒や粉のような連続量（continuous　variable）とよばれる財の場合に
は，どのようにでも細分でき，限界効用の取扱いが容易である。
　それにたいして，靴や洋服などの離散量（discrete　variable）とよレまれ
る財の場合には分割できず，価格も異るので，比較するためには貨幣量
1単位当りの限界効用が必要となるのである。
　また，この貨幣量1単位当りの界限効用を貨幣の限界効用ともよぶの
である。
　それは，
　　　　　X財の限界効用　　　　　　　　　　　　　＝貨幣の限界効用　　　　　　X財の価格
と示すことがでぎる。
　そこで，例えば，私が靴を欲しいと考え，効用1000の靴にたいして
1000円を満足して支払うと仮定しよう。
　この場合，2足は買わないであろう。何故ならば，限界効用逓減で，
2足目からはすでに1060の限界効用がえられないので1000円は支払わ
ないのである。
　そうすると，私の求めている貨幣の限界効用は
　　　　　靴錺灘用一｝881－・
であるということで，限界効用100のオレンヂを買いたい場合，100円
以下であれば購入するであろう。
　この均等の法則をさらに理解するために，第2表を用いて説明しよう。
　われわれは，生活するためにABCDの4種類の財を購入するとし，
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　　第2表
限界効用均等例
財の種類
A　B　C　D
1 10　9　8　7
個 2 9　8　7　6
3 8　7　6　5
4 7　6　5　2
数 5 6　4　3　1
6 5　2　2　0
例を簡単にするために，全ての財の価格は1単位100円であると単純化
しよう。
　ここで，まつ，支出できる金額が100円であると仮定すると，A財を
1単位だけ購入しP効用10を手にすることが，この場合，支出にたいし
て最大の効用を手にするということになるであろう。
　支出できる金額300円であるとすれば，A財2単位で効用10＋9＝19
とB財1単位で効用9の計28を手にすることが最大の効用となるであろ
う。
　この場合，A財2単位目の限界効用とB財1単位目の限界効用はとも
に9で均等である。
　支出できる金額が1000円であるとすれば，第2表の斜線の上の部分，
すなわちA財を4単位，B財を3単位，　C財を2単位，　D財を1単位購
入して計80の効用を手にすることが最大の効用を手にすることである。
　この場合，斜線の上の限界効用は全て7で均等である。
　この例では，価格を全て100円と均等加重にしてあるので必要ないこ
とであるけれども，貨幣の限界効用を算出してみると，全て斜線の上の
財のそれは，
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　　　　　限界効用　　　7
　　　　　　価格　　　100
で，加重限界効用は均等である。
　したがって，例えば，新しい靴が1000円で購入できるのに古い傷ん
だ靴を用いている人が，何かの方法で1000円入手したとしても，彼に
それ以上の効用ある品物がある場合，彼は靴を購入しないで，より大き
な限界効用の財を購入しないであろう。
　それも，加重限界効用均等の法則で容易に説明できることである。
　つぎに，第3図を用いて，限界効用均等の場合が，入手できる最大の
効用となるということを説明しよう。
　いま，彼は昼食の予算として700円を支出し，それによって最大の効
用をえようとしていると仮定しよう。
　この場合，副食物と米飯との間には代替関係はあるけれど，沢山の米
飯を食するためには沢山の副食物が必要であるとする補完関係はないも
のと仮定しよう。
　また，副食物は1種類だけであり，米飯ともども細分は自由であると
仮定しよう。
　そこで，副食物だけに700円の金額を支出するならば，それによって
えられる全部効用は〔A〕図の曲線下の面積で示されるものである。
　米飯だけに700円全額を支出するならば，そのときの全部効用は，変
則的ではあるけれども，右側からえがかれた限界効用曲線図表の〔B〕
図の曲線下の面積である。
　しかし，〔C〕図に示されているように，副食物と米飯とを組合せた
場合，この例では，副食物に400円，米飯に300円支出した場合の総効
用が最大である。
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第　3　図????
0
副食物にのみ700円を消費
する場合の効用曲線
〔A〕
700円金額で表現される副食消費量
700円
米飯にのみ700円を消費
する場合の刻用曲線
0
???
〔B〕
金額で表現される米飯消費量
????
副食・米飯の両者va　700円
を消費する場合の効用曲線
????
〔C〕
u－一一一v”m－“沿鼈鼈鼈黷磨|一一一　　　　400円を　　　　m　　300円を
　　　副食物に消費　　　　　米飯に消費
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　この場合は，両限界効用曲線の一致するところで組合されており，副
食物と米飯の限界効用はm点で均等であるのである。
　もし均等でない場合にはどうであろうか。例えば第4図は副食物に
500円，米飯に200円支出して均等をくずした場合であるけれども，斜
線の部分だけ効用が前例に比して小ということになっている。
第4図　限界効用均等法則説明図
?? ??
一L－－v－－　　　　　　500円　　　　　　200円
　また，この加重限界効用均等の法則は，のち程，無差別曲線の項で，
その曲線を用いて，さらにくわしい説明をくわえるであろう。
　なお，この加重限界効用均等の法則は，逓減の法則がゴッセンの第1
法則とよばれたのにたいして，ゴッセンの第2法則ともよばれるもので
ある。
5・無差別曲線
　われわれ消費者は，生活するために多くの種類の財を消費しているの
である。
　これらの財の消費量は，各自の好みにより，．必要性によって，いろい
ろ異った組合せによっておこなわているけれども，実は，
　　　　　　　　　　　　　　　11
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①所得ないし支出が一定である
②その所得をもってしては，欲望の全てを満足させることはできな
い
という条件のもとで，最大の総効用を手にするような組合せを選択しよ
　うと努力しているのである。
　この消費者の均衡を説明するためにエッジワース（F．Y．　Edgeworth）
やパレートー（W．Pareto）達によつて考案されたのが無差別曲線（in・
difference　curve）である。
　また，この無差別曲線による手法は，のち程，企業の適正規模論など
で有用な等生産量曲線を考案するのに大変役立ったものである。
　無差別曲線では，消費者均衡の理論を解明するために，消費者が生活
するのに必要な財は，XYの2財だけであると仮定するのである。
　このX財Y財を，ここでは，より容易な理解のために，シャツと靴に
おきかえ，無差別曲線についての解説にさきだって，その作図をしてみ
よう。
　第5図はシャツ，第6図は靴の限界効用を示した例で，その数値は第
2・3表にそれぞれ示されている。
　第7図は，それらの資料にもとついて作図された総効用100と120の
無差別曲線である。
　無差別曲線は，XY両軸の財を曲線上のいずれの点において組合せて
も，両財の全部効用の和が等しくなる曲線であるが，ここでは，まず，
シャツ，靴の2財を組合せた総効用が100である無差別曲線，第7図の
曲線1の作図からはじめよう。
　シャツ10枚の全部効用は，それだけで丁度100であるから，シャツ10
枚，靴0足すなわち
12
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第5図　シャツの限界効用飢
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13579正11315　　　　　　シャツの枚数
　　　　　　第2表
　　　　シャツ効用例
枚　　数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
限界効用 1513．612．411 10 9 8 7．5 7 6．5 6 5．5 5 4．5 4
全部効用 1528．641 52 62 71 7986．593．51001061115116．5121125
　　　　夕＝10，　　x＝0
の座標A点を算出する。
　シャツ1枚減じて9枚の場合，全部効用は93．5であるから，100－93．5
＝6．5だけ靴の効用で補足代替しなければならない。
　しかし，靴の第1足目だけで効用は20であるので，これを細分できる
ものとして，6．5÷20＝0．325（足）の略値を求めて代替すると．
　　　　y＝：g，　　　x＝0，325
の座標B点が算出される。
　　　　　　　　　　　　　　　13
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第6図靴の限界効用例
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　靴の足数
　第3表
靴の効用例
足　　数 1　　　2　　　’3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10　　　11　　12　　13
限界効用 20　　　18　　　16　　14．5　13．5　12．5　11．5　10．8　　10　　　9，3　　8．8　　8．3　　7．9
全部効用 20　　38　　54　68．5　82　　94．5　106116．8　1268136ユ144≦）1532161．1
　シャツをさらに1枚減じて8枚の場合には，全部効用が86．5である
から，総効用を100にするためには100－86．5＝13．5の効用だけ，靴の
効用で補足代替しなければならない。
　靴の足数は13・5÷20＝0．675（足）と略値が求められ，
　　　　夕＝8，　　　　x＝＝0．675
　　　　　　　　　　　　　　　14
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　　　第7図
効用無差別曲線の作図
????
601
100
93．5
　86．59
穿　79
）
　　71
62
52
41
28．5
15
0
??
11
10
?
7
6
5
4
3
2
1
0
0 1 2 3
エ……総効用100の無差別曲線
Ir……総効用120の
4 5 6 7　足数
0 20　　　　38　　　　54　　　68．5　　　　82　　　94．5
　　　　　　　　（靴）
　　　　※資料：第2表・第3表
106全部効用
の座標C点が算出される。
　シャツ7枚の場合の全部効用は79であるから，効用21だけ靴を組合せ
なくてはならない。この場合，靴1足目の効用は20，2足の全部効用は．
第7図のX軸の下側に示されているように38であるから．2足目の1
部分までの効用で補足代替することになる。
　そこで，21から1足目の効用20を差引いた効用1だけが2足目にくい
　　　　　　　　　　　　　　　15
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こむことになり，それは同様の比例配分で1÷（38－20）＝0．056（足）と
1足を加えた1・056足が補足代替され，
　　　　　夕＝7，　　　　x＝1．056
の座標D点が算出される。
　シャツ6枚の場合は，その全部効用が71であるから，100－71＝29が
靴の効用となり，1＋9÷（38－20）＝1．5（足）と計算され，座標は，
　　　　　y＝6，　　x＝1．5
となり，それがE点である。
　無差別曲線上の各点も同様な手法で算出されるのであるが，いま一度，
シャツ3枚の場合を試みよう。
　シャツ3枚の全部用効は41であるから，100－41＝　59の効用に対応す
る靴の足数を算出しなければならない。
　靴3足の全部効用は，54，4足の全部効用は68．5であるから，3足の
全部効用をこえた59－54＝5の効用だけ4足目にくいこみ，比例配分で，
5÷（68．　5－54）＝0．345足と略値が計算され，効用59に対応する靴の足数
は3・345足となり，
　　　　　y＝：3，　　　　x＝3．345
の座標，H点が算出される。
　これら各点の計算は第4表に示されており，それをつないだ曲線が第
7図の無差別曲線1である。
　いままでの作図は，Y軸のシャツの枚数と効用を基準にして，　X軸の
靴の足数と効用とを組合せたものであるけれども，当然，靴を基準にし
ても同じ曲線がえられるのである。
　第5表は，靴の足数と効用を基準にした計算計である。
　靴の全部効用100にするためには靴6．478足が必要であるから，それ
　　　　　　　　　　　　　　　16
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第4表
効用100無差別曲線
計算表（シャツ基準）
シ　　ャ ツ 靴
点
枚数γ 全部効用 補足効用 足数瓢
A 10 100 0 0
B 9 93．5 6．5 0，325
C 8 86．5 13．5 0，675
D 7 79 21 1，056
E 6 71 29 1．5
F 5 62 38 2
G 4 52 48 2，625
H 3 41 59 3，345
1 2 28．6 7L4 4，215
J 1 15 85 5，255
K 0 0 100 6，478
　　　第5表
効用100無差別曲線
　言十算表　（靴基準）
靴 シ　　ャ ツ
点
足数κ 全部効用 補足効用 枚数γ
R 0 0 100 10
Q 1 20 80 7，133
P 2 38 62 5
0 ．3 54 46 3，455
N 4 68．5 31．5 2，234
M 5 82 18 1，221
L 6 94．5 5．5 0，367
K 6，478 100 0 0
とシ。ツ0枚とを組合せた場合の総効用は100であり・その場合の座標
は，
17
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　　　　x＝6．478，　　　y＝0
で，これが曲線1の線上にあるK点である。
　靴を6足にした場合の全部効用は94．　5で，100－94．　5＝＝　5．　5の効用の
シャツで補足代替すれば，シャツの枚数はO．・367枚で，座標は，
　　　　x＝6，　　　y＝0．367
で，線上のL点が算出される。
　このようにして，M，　N，0，　P，　Q，　Rのそれぞれの点を算出しても，
当然ではあるが，全て曲wa　1の線上にあるのである。
　いままでに作図した無差別曲線の総効用は100であったけれども，総
効用は連続量であるとみなすことができるので，無差別曲線は無数に存
在するはずである。
　第6表に示されているのは，シャツを基準にした総効用120の無差別
曲線の計算表で，第7図の曲線Hとして表現されているものである。
　　　第6表
効用120無差別曲線
計算表（シャツ基準）
シ　　ャ ツ 靴
枚数γ 全部効用 補足効用 足数κ
10 100 20 1．0
9 93．5 26．5 1，361
8 86．5 33．5 L75
7 79 41 2」186
6 71 49 2，688
5 62 58 3，276
4 52 68 3966
3 41 79 4，778
2 28．6 91．4 5，752
1 15 105 6，913
※第7図曲線∬参照
　　　　18
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　このように作図してみると，無差別曲線の性質は，作図手法から容易
に理解できるように，同一曲線上のどの点においても，その点における
XY両財の組合せによる総効用は同じ，すなわち差がない一無差別
一ということである。
　そのように作図したのであるから，そうであるのは当然であるけれど
も，第4表を参照してみると，その曲線上のC点の座標は（y＝＝8，x＝
0．675）で，シャツ8枚と靴0．675足を意味し，シャツの全部効用は，
86．　5，靴の全部効用は13，5で両財の全部効用の和は100である。
　つぎに，F点と第5表のP点とは同一点で，座標は（x＝・5，x＝2）で，
シャツ5枚でその全部効用は62，靴2足でその全部効用は38，計100の
総効用となっている。
　もちろん，同様に，曲線上にある無数の点のいつれにおける組合せも，
その総効用は同じである。
6・限界代替率逓減（漸減）の法則
　無差別曲線は，XY両財の限界効用が逓減するということを前提にし
ているので，作図すると，第7図から推察できるように，原点にたいし
て，すなわち，XYの0点にたいして凸状になるのである。
　したがって，X財を1単位増加することに，その効用に対応するY
財の量はだんだんと減少するのである。
　同様に，Y財を1単位つつ増加するにしたがって，その効用に対応す
るX財の量はだんだんと減少するのである。
　しかしながら，図法の原則として，通常，X軸に独立変数をとり，　Y
軸に従属変数をとるので，X財を基準にして，その増分にたいして代替
　　　　　　　　　　　　　　　19
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される「財の減分の割合を限界代替率（marginal　rate　of　substitution）
とよび，
　　　　　限界代替率（MRS）一農
で表現されるのである。
　第8図の例によって説明すると，無差別曲線上のQPO2VMLのいつ
れの点においても，XY両財の組合せの総効用は100である。
　ζζ
6最
　全　数
　部　　　　　　　　　　　　　　第8図
詔’　　　断代髄潮図
601
??
568
???
14
682
51
0
7靴の足tw　x
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　このことは，第7図の曲線1の作図の段階でわかっていることである。
　X座標における各点の間隔は靴1足である。
　したがって，Q点からP点に移行した場合を観察してみると，靴1足
から2足に1足だけ増加したのにたいして，シャツは7．133枚から5枚
にと2．133枚減少している。
　もちろん，両点の総効用は等しいので，靴1足の増分とシャツ2．133
枚の減分の効用はともに18で等しいということは第5表からも見出され
るのである。
　この場合の限界代替率（MRS）は，
　　　　　MRS＝　シャツの減分ムェ＝．左133－5＝2．133
　　　　　　　　　　　靴の増分△X　　　　2－　　　　　　　　　　　　1
と算出される。
　っぎに，P点から0点に移行する場合の限界代替率（MRS）は，
　　　　　MRS一会景一1・145－・・545
と算出される。
　このようにして限界代替率は計算されるのであるが，それぞれの限界
代替率は第7表に示されている。
　第7表の限界代替率を観察すると，第8図を観察した場合と同様，限
界代替率は逓減する性質のもめであるということが理解できる。
　この原理を限界代替率逓減の法則とよぶのである。
　この例における限界代替率の計算は，靴1足を1単位とした孤限界代
替率であるけれども，X財を細分して，　YをXで微分した場分，無差
別曲線上の無数の点に接する切線の勾配で限界代替率がとらえられるの
である。
　　　　　　　　　　　　　　　21
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　　　　　第7表
限界代替率逓減の法則（弧）
　　　計　　算　　表
靴胃 シ　　ャ　　ヅ 限界代替率点
足数κ 増分△κ 枚数7 減分△γ △γ／△κ
R 0 10
Q 1
1 2，867 2，867
7，133
P 2 1 2，133 2，1335
0 3 1 1，545 1，5453，455
N 4 1 1，221 1，2212，234
M 5 1 1，013 1，0131，221
L 1 0，854 0，8546 0367
??
6，478
0，478
0 0，367 0，768
　　　　　　　　　　　※資料：第5表
　その場合も，同様に，限界代替率は逓減するのである。
　なお・この法則は・ピックス（J・R・Hicks）によって，無差別曲線に
関する理論を整理発展させた段階において導出されたものである。
7・予算線（価格線）
　前項でとりあつかった無差別曲線は，効用に関する曲線であって，価
格や支出の要因は導入されていない。
　しかし，われわれ消費者は，等しい効用ならばより少ない支出で，ま
た，一定の支出であるならば，それで最大の効用を手にしたいのは当然
である。
　ここでは，それを手にするまえに，XY両財に価格を導入し，無差別
曲線上において組合された両財の合計金額を算出し，金額の推移を観察
　　　　　　　　　　　　　　　22
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し，最低の金額で同じ効用を手にするのに必要な知識である予算線につ
いての説明をおこなうことにしよう。
　価格を，第4表および第7図の例によって，靴1足1500円，シャツ1
枚1000円と仮定しよう。
　各点における両財組合せにおける代価の合計額を計算してみると第8
表のようになる。
　　　第8表
無差別曲線組合せ総金額
　　計　　算　　表
（（（（（（（（（（））））））））））9）
8）
7）
6）
5）
4）
3）
2）
1）
0）
）　（　0．325　）
）（　0．675）
）　（　LO56　）
）（1．5
）（2
）　（　2．625　）
）（3．345　）
）　（　4．215　）
）（5．25
）　（6．478）
10000　円
9，487．5円
9，012．5円
8．584　円
8，250　円
8，000　円
7，937．5円
8，017．5円
8，322．5円
8，875　円
9，717　円
　　　　　　　　　※資料：第4表，第7図1曲線
　　　　　　　　　※シャツ単価1000円，靴単価1500円
　この表から，A点における組合せでは，総効用100を10，000円，　K点
では9，717円，G点においては7，937．5円と最低金額である。
　このことから，同じ総効用でも財の組合せによって金額が異るという
ことが理解でき，この例ではG点付近における組合せか消費者にとって
最も有利だということが理解できるのである。
　この消費者にとって最も有利な組合せを消費者均衡とよぶのであるけ
　　　　　　　　　　　　　　23
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れども，その均衡の性質を理解するためには，予算線または価格線とよ
ばれるものの知識が必要なのである。
　そこで，まず，予算線の作図であるけれども，今迄通り，靴とシャツ
だけという大変簡略化された生活を想定し，生活のために支出できる予
算9，000円をもっていると仮定しよう。
　そこで，第9図のXYの両軸上のそれぞれ9，000円の点をとり，直線
で結ぶのである。
　すなわち，y軸上のイ点が9，000円の点で，シャツ9枚を購入した場
　　　　　　　　　　　　　　　第9図
　　　　　　一t　　　　予算線（価格線）説明図
　　甫
　　）　11，000
　］O，OOO
　9，000
　8，000
つ7，000
ヤ
乙6，000
　5．000
　4，000
　3，000
　2，000
　1，000
　　0
（?）?
10
9
????
2
1 2 3 4 5 6 7（足）
0　　　　1，500　　3，000　　4，500
24
6， 0
（靴）
7，500　9，000　10，500（円）
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合の点であり，X軸上の二点が9，000円の点で，靴6足を購入した場合
の点であり，この2点間を結んだ直線が9，000円の予算線または価格線
とよばれるものである。
　予算線というのは，予算の枠を示す線という意味であり，価格線とは
勾配が両財の価格の比を示すということから名付けられたものである。
　すなわち，
　　予算額＝（シャツの価格）（枚数）＝（靴の価格）（足数）
　　　　　（Pr）（y）＝（Px）（x）
∴丑．＝⊥　Py　　x
＝1500（円）＝9（枚）＝1．5
　　1000（円）　　　6（足）
Pr＝Y軸変数の価格
Px＝X軸　　〃
y＝Y軸変数の量
x＝x軸　　〃
という量と価格の逆数関係が存在するからである。
　この9，　OOO円予算線上におけるイロハニの4点における組合せの金額
を観察してみよう。
　線上のイと二の点は，作図のさい9，000円の点をプロットしたのであ
るから当然であるが，ロの点の組合せは，シャツ6枚と靴2足であるか
ら，合計金額は9，000円であり，ハの点の組合せは，シャツ4。5枚と
靴3足であるから，その合計金額も9，　OOO円である。
　以前観察した無差別曲線では，金額ではなくて総効用が同一であった
のにたいして，予算線では，効用とは無関係に，線上のいつれの点にお
ける組合せも，その合計金額が同一で，予算額と一致するということが
観察されるのである。
　予算額は9，　OOO円とは限らず，消費者の支出能力によるわけであるけ
れども，それらの作図の手法は同様である。
　第9図の10，000円予算線上を観察すれば容易に理解できることであ
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るけれども，単価に変更がない限り，予算線はその額に比例して，単純
な平行移動の関係にあるのである。
　この予算線と，さきに作図した無差別曲線の知識をもってすれば，わ
れわれ消費者が，どの点における組合せの場合か最も有利であるかとい
うことが見出されるのである。
8・消費者の均衡
　第10図は無数にある無差別曲線のうちの4本と1本の予算線をえがい
たものである。
　予算線は，われわれ消費者の支出能力を示すもので，ここではOAま
たはOBで示される金額のものであると仮定しよう。
　さきに述べた予算線の性質からして，線上のいつれの点における組合
せも金額的には同額で，その支出金類でもって最大の総効用を手にする
点が消費者の均衡とよばれるところである。
　この第10図の例で，消費者が購入できる財の組合せは，C，　E，およ
びD点である。
　CおよびD点におけるXY両財の組合せの場合の総効用は1，の効用
である。
　それにたいして，E点における組合せは，1，より大きな総効用の無差
別曲線12の効用がえられる。
．このE点は，無差別曲線ムと予算線ABの接するところで，この予
算線はより大きな効用の無差別曲線と接したり一致したりしないので，
この予算でえられる最大効用の組合せということになるのである。
　また，状況をかえて，支出能力すなわち予算額には関係なく，1，の効
用で満足する消費者が，最も少額の予算でそれだけの総効用をえたいと
　　　　　　　　　　　　　　　26
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第10図　消費者均衡説明図表
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B
する場合も，その無差別曲線1，に接する予算線との接点Eにおける組
合せによるXY両財の購入によって目的は達せられるであろう。
　つぎに，この均衡点Eについて，その性質を観察してみよう。
　無差別曲線上のいつれの点においても，その限界代替率は，その点に
接する切線の傾斜，すなわちdy／dxで示されるということはすでに述
べた通りである。
　これを第11図を用いて説明すると，無差別曲線上E点における限界代
替率は，それに接する切線abの傾斜であり，△abcと△ABCとは相
似であるということから，予算線ABの傾斜がE点の限界代替率であ
る。
　　　　　　　　　　　　　　　27
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　　　　第11図
　　　限界代替説明図
0 1
1．5枚
（dy）
2
1足
（d　oo）
3 4 5 6　足
0　　　1500　　30004500600075009000円
　（靴）
　説明の便宜上，第11図で△abcを拡大したので，無差別曲線からabが
離れているけれども微分的に解釈して，E点における限界代替率MRS
は，
　　　　MRS一書一望一÷一…
と算出される。
　また，無差別曲線上にあるとみなされるab両点における2財の総効
用は等しいのであるから，
　　　　acの効用＝cbの効用
であり，相似形の原理から，
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　　　　0Aの効＝0．Bの効用
であり，金額的にも，予算線の性質から
　　　　OAの金額＝OBの金額
であるから，同じ金額で同じ効用を購入するということになり，加重限
界効用均等の法則も立証できるのである。
　また，
　　OAの効用＝OBの効用＝1
とおいた場合
　　　　　　　I
　　　　　Y財の価格＿X財の価格
　　　　　　　1　　　　Y財の価格
　　　　　X財の価格
となり，これは，また
　　　　　dy　X財の価格
　　　　　dx　Y財の価格
ということであり，これを第11図の例にあてはめれば，
　　　　　dx　＿1・5（枚）＝－X財の価格一＝　1500円＿
　　　　　dx　－　1（足）　　Y財の価格　　1000円
ということで，均衡点における限界代替率は，価格の逆比ということが
ここでも見出されるのである。
　したがって，
　　　　　X財の限界効用＿Y財の限界効LM＿＿
　　　　　一つ碩珂面格　　　　Y財の価格
　　　　　．　Y財の価格＿　Y財の限界効用一
　　　　　”　つζ更砺価格舳一一x莇万隈界i効用
　　　　　．°．Y財の貨幣の限界効用＝X財の貨幣の限界効用
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であって，これこそが加重限界効用均等の法則の本質を示すものであり，
限界効用の概念における消費均衡の条件なのである。
9．所得消費曲線
　いままでのように，XYの2財の例にしたがった場合，所得が増加す
るにしたがって，いいかえるならば予算が増大するにしたがって，より
大きな予算線に移行し，それに接するそれぞれの無差別曲線との接点が
それぞれの所得に対応する均衡点である。
　第12図のE，…E4がその点であり，それを結んだ拡張線（expantion
path）が予算の変化に対応する両財の組合せの変化を示すもので，所得
消費曲線（income　consumption　curve）とよばれるものである。
　第12図の〔A〕は，Y財が予算の増加以上の増加率を示し，　X財は予
算の増加により低い増加率を示す例である。
　〔B〕図は逆で，X財の方が予算よりも以上の増加率を示す例である。
　しかし，消費者の好みにより，財の性質によって，例えば，米のよう
に，予算の増加が殆んど影響しないものや，逆に減少する性質の財もあ
るのである。
　そこで，一般に，予算の増加によって増加する財を上級財（superior
goods）とよび，逆に減少する財を下級財（inferior　goods）とよぶので
ある。
10．価格消費曲線
　所得の変化に対応する消費者行動の表現方法をとりあつかったのが所
得消費曲線であったのにたいして，価格消費曲線（pri㏄consumption
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第12図　所得消喪曲線例
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curve）は，所得が変化しないで1つの財の価格が変化した場合の消費行
動をとりあつかった曲線である。
　しかし，両曲線とも，予算線と無差別曲線との接点を結んだ拡張線に
よって，消費者の行動を表現しようとすることは同じである。
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　第13図は，Y財の価格は変化せず，　X財の価格のみが下落した場合，
予算線はAB→AC→ADと変化し，それに接する無差別曲線も1，→ム
→ムとなり，同じ予算で，より大きな総効用がえられるということを示
している。
　この場合の均衡点El，　E2，　E3を結んだ拡張線が価格消費曲線である。
　　第13図
価格消費曲線例図表
Y
A
　／E3
E2
D X
　消費者は，X財の価格が下落したからといって，　X財を大量に購入す
るとは限らず，その財の価格下落によって生じる余裕によって，他の財
を多く購入するかもしれない。
　したがって，価格消費曲線も，所得消費曲線と同様，どのような拡張
曲線になるかは，その財の性質と消費者の好みによるのである。
　第13図の価格消費曲線は，X財の価格のみが下落しても，その財では
なくて，それによって生じる余裕で，XY両財が増加するという状況を
示している。
　したがって，無差別曲線瓦1，，1・とより大きな総効用のものと接す
　　　　　　　　　　　　　　　32
　　　　　　　　　一経営論集一　　 150
るということは，また，実質所得を増加させると同様の効果をあたえる
のである。
11．所得効果と代替効果
　ある財の価格変化は，一一一・・方では実質所得の変化をあたえ，一方では価
格比の変化となって財の選択に変化をあたえる。
　前者は所得効果とよばれ，後者は代替効果とよばれるものであるが，
この概念は，所得消費曲線と価格消費曲線の知識によって分析できるの
である。
　ここでは，第14図のように，X財の価格下落によって，価格線はAB
→ACに移行したと仮定しよう。
　この場合，所得に変化がないものと仮定すれば，均衡点は，無差別曲
線1，と接するE点から，より大きな総効用の無差別曲線ムと接する
F点に移動することになる。
　このE点るらF点への価格消費曲線の移動は，総合効果（total　effect）
とよばれるもので，それは，所得効果と代替効果の総合の結果なのであ
る。
　もし，価格の変化なしで，このムの効用を手にするためには，予算線
ABに平行で，無差別曲線に接する予算線GHの示す所得が必要という
ことになる。
　ということは，また，X財の価格下落によって，予算線・4BとGH
の差だけ実質所得が増大するということである。
　しかし，価格に変化がなくて，所得が予算線OHに増大したとした場
合には，価格の変化ではなくて所得の変化であるから，均衡は無差別曲
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第14図
X
XI　　　　X2　　　×3
線と価格消費曲線とが一致するF点でなくて，所得消費曲線と一致する
1点である。
　この所得消費曲線上のE点→1点の移動は，所得効果（income　effect）
によるものであり，X財の価格下落によって，　X財の購入量が増加し，
同じ無差別曲線上の1点→F点に移動するのは代替効果（substitution
effect）によるものである。
　したがって，X財に限っていえば，第14図のXl・一・x3の購入量増加のう
ち，κ1・一・x2は所得効果によるものであり，　x2－Xsの増加部分は代替効果
によるものであるといえるのである。
34
一経　　営　　論　　集一 148
12．無差別曲線と需要曲線
需要量は，価格，好み，所得，人口の関数，すなわち
　　　　需要量＝・f（価格，好み，所得，人口）
であると考えられる。
　ここでいう価格は，単にそれ自体の価格，代替物の価格，および補完
財の価格という3つの価格を意味するのである。
　好みとは流行をふくんだデザインその他のものをいうのであり，財の
種類によっては需要量に大ぎな影響をあたえるものである。
　しかし，われわれが理論上，需要曲線という場合には，財自体の価格
以外の諸要因は変化しないという条件のもとで，その価格にたいする需
要量の関数関係を曲線に示したものをいうのである。
　この需要曲線は，無差別曲線と予算線の接点の拡張線である価格消費
曲線の概念からひきだすことができるのである。
　第15図〔A〕のγ軸は全ての購入財を代表する所得であり，X軸はX
財の数量であり，6本の予算線は，X財のいろいろな価格に対応するも
のである。
　この例で，所得は140円と仮定し，予算線に対応するX財の価格P，
…P6は（所得）／（Xt）で算出され，それは，それぞれの予算線の傍に記
入されており，また，〔B〕図の下方に価格として表示されている。
　この〔A〕図で，それぞれの予算線と無差別曲線との接点である均衡
点を結んだのが価格消費曲線である。
　この価格消費曲線と予算線から，価格と消費量すなわち購入量を見出
し，導出したものが〔B〕図の需要曲線である・
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　第15図　需要曲線作成図表
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　しかし，導出された需要曲線は，個人の効用・選択にもとずいている
ものであるから，あくまで，個人の需要曲線なのであり，その社会の全
員の，価格別の和が，その社会における需要曲線である。
13．ボックス図表
　ここまでにとりあつかった効用理論は，消費者1人が，一定の所得を
支出することによって，最大の効用を手にしようとする消費者選択の問
題，財の価格変化に対応する消費者選択の人間行動をとりあつかったも
のであった。
　しかし，ここでは，複数の消費者にたいする消費財の経済的な分配の
理念，すなわち，経済効率についての考察を，ボックス図表（Box　dia・
gram）を用いておこなうのである。
　消費財の経済的な分配とは，技術的な効率分配のシステムが，人間労
働，設備，その他の資源の有効利用によって，生産費用を低める努力で
あるのにたいして，消費者の好みにしたがって，存在する消費財を最も
有効に分配することである。
　ボックス図表は第16図のように，ABの2財を甲乙2人の消費者で分
配するという簡略化された例でもって，各自の効用，両者の効用という
面から考察するものC・ある。
　第16図で，左下が消費者甲の基点で，縦軸にA財，横軸にB財をと
り，曲線甲1…甲Tは，両財の組合せにおける効用の大きさの順を表現し
た無差別曲線である。
　甲にたいして180°転換した図の右上がZの基点で，横軸にB財，縦
軸にA財をとり，曲X，R　Z，…Zは，両財の組合せにおける効用順の無差
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別曲線である。
　この2つの無差別曲線図表を逆に組合せた第16図は，甲乙両者のAB
両財の量を示す両軸が箱型の図表をつくるということから，ボックス図
表とよばれるのである。
　この図表で，甲と乙の無差別曲線が接する点を結んでできる曲線を契
約曲線（contract　curve）とよぶのである。
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第16図　ボック図表例
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第16図の例では，ABの両財とも100単位であると仮定しており，い
ま，消費者甲は，A財を82単位，　B財を69単位，消費者乙は，　A財を82
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単位，B財を31単位の組合せで購入していると仮定しよう。
　その組合せは，図上のC点で．あり，甲3と乙4の無差別曲線上にあるの
で，消費者甲は甲3の総効用を，乙は乙4の総効用を手にすることになる。
　その組合せが，甲はA財37単位，B財44単位のd点の組合せに，乙は
A財51単位，B財45単位のf点の組合せに移行した場合，　d点もノ点も，
前例と同様に，無差別曲線甲3と乙4の線上にあるので，両消費者とも総
効用には変化がないということになる。
　しかも，両消費者によるA財の購入量は37＋51＝88単位，B財のそ
れは44＋45＝89単位で，A財は12単位，　B財は11単位ほど消費残ない
しは節約となり，しかも，両者それぞれの満足充足の度合は変化なしと
いうことになるのである。
　しかし，消費者達が，より多くを消費したいにもかかわらず，消費の
欲望を抑制されているような場合には，消費量を限度まで増加させるこ
とによって，この例によれば，両財とも100単位まで消費することによ
って，より大きな効用がえられるはずである。
　例えば，両財の組合せがC点から契約線上のg点に移行した場合，
消費老甲の組合せ｝i　B財19単位減でA財26単位増であり，消費者乙の
組合せは，逆にノ1財26単位増でB財19単位減である。
　両者の購入量は，C点の組合せと同様，両財とも全量の100単位であ
るけれども，消費者甲の総効用は甲3より大であり，消費者乙の総効用は
乙，より大である。
　このように他人の効用を減ずることなく，その他の人の効用を増大さ
せる。または，全老の効用を大とするような分配組合せを，経済効率の
改善ともよぶのである。
　したがって，C点の組合せからg点への移行でなくても，　C点の場合
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には，甲3と乙‘の無差別曲線で囲まれた内側に移行することは経済効率
を改善したことになるのである。
　しかし，契約線上のg点からf点の組合せを移行することは，消費者
甲の総効用は増加するけれど，Zのそれは減少することになる。
　このように，契約線上の組合せの移行は，一方をよくすれば他方がわ
るくなるのであって，他人の満足の度合を少くすることなく，他の一方
の満足を増大させることのできない，このような状況を，経済的に効果
的であるとよぶのである。
14．おわりに
　無差別曲線という場合，通常，消費者選択における効用の無差別曲線
を意味するのであるけれども，賃金一労働時間の無差別曲線，生産者の
無差別曲線などの無差別曲線とよばれるものもあるのである。
　また，生産費用と生産量との関係を効用の無差別曲線と同様の手法で
表現するものは等生産量曲線とよぶのである。
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